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多
年
に
わ
た
り
各
分
野
で
活
躍
さ
れ
、
市
政
の
発
展

に
貢
献
さ
れ
た
み
な
さ
ん
を
表
彰
す
る
第
二
七
回
市
民

表
彰
・
褒
賞
の
授
与
式
が
一
一
月
一
一
一
一
日
伽
に
市
役
所

で
開
か
れ
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ
た
の
は
、
市
民
表
彰
が

八
人
、
市
民
褒
賞
が
二
人
と
三
団
体
の
み
な
さ
ん
。

式
で
は
大
久
保
市
長
が
そ
れ
ぞ
れ
に
表
彰
状
や
褒
賞

状
を
贈
り
、
「
高
萩
市
発
展
の
た
め
に
、
職
務
や
奉
仕
活

動
な
ど
に
ご
活
躍
さ
れ
た
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
と
ご
尽

力
に
敬
意
を
表
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

求年の功績をたたえます
竹
内
公
民
館
の
副
館
長
・
館
長
と
し
て
地
域
の
活
性
化
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
地
域
に
開
か
れ
た
公
民
館
活
動
の
基
盤

作
り
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

？

横
川
地
区
の
常
設
補
助
員
及
び
常
設
委
員
と
し
て
農
業
行
政

の
発
展
に
貢
献
さ
れ
る
と
と
も
に
、
有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
協

議
会
委
員
と
し
て
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

溌へ
）

市民表彰

高
萩
都
市
計
画
事
業
町
西
側
土
地
区
画
整
理
審
議
会
委
員
及

び
審
議
会
副
会
長
と
し
て
、
本
市
区
画
整
理
行
政
の
円
滑
な

運
営
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。蕊
この区画整理事業は、地権

者など多くのみなさんのご

協力をいただいて進めてき

ました。お陰様で事業もほ

ぼ最終段階にきています。

高
萩
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
と
し
て
本
市
の
文
化
財
保

護
行
政
に
貢
献
さ
れ
る
と
と
も
に
、
同
審
議
会
副
会
長
と
し

て
会
の
運
営
に
も
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
五
三
年
か
ら
現
在
ま
で
、
大
和
四
納
税
貯
蓄
組
合
長
と

し
て
納
税
思
想
の
啓
蒙
普
及
に
取
り
組
み
、
納
税
行
政
の
推

進
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

上野栄吉さん（大和町）江尻光昭さん（本町）
のこ

少しでも先人の遣したもの

を明らかにし《市民のみなさ

んの文化生活に役立つよう

努力しています｡これからも

ご協力をお願いします。

妻といっしょに組合の仕事

に取り組んできました。組

合員の協力もあり、納税へ

の理解が高まってきたよう

でうれしく思っています。

ー

平
成
三
年
か
ら
現
在
ま
で
、
高
萩
市
公
民
館
運
営
審
議
会
委

員
と
し
て
公
民
館
活
動
の
企
画
・
運
営
等
に
積
極
的
に
参
画

し
、
社
会
教
育
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

蕊
高
萩
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会
の
副
会
長
兼
事
務
局
長
を

は
じ
め
会
長
を
歴
任
さ
れ
、
身
体
障
害
者
福
祉
の
向
上
に
貢

献
さ
れ
て
い
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
の
活
動
の
ほ
か
、
同
協
議
会
の

副
会
長
・
会
長
と
し
て
も
尽
力
さ
れ
、
ま
た
社
会
福
祉
協
議
会

理
事
と
し
て
地
域
福
祉
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

はじめ

樫村甫さん（中戸川）

中戸川地区では高齢者が多

<、生活面でいろいろな問

題があります。そんなみな

さんの相談役としてこれか

らも活動していきます。
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市民褒賞難i野？ ■‐ 時崎行男さん（島名）
謡甚』 : ﾉ , ､

時|崎さんは、昭和12年から大戦をはさんで同48

年までの永きにわたって教職に就き､学校教育の振

興に尽力されました。特に､戦後の混乱期には新し

い教育制度に基づく学校づくりに多大な貢献をさ

れました。 また､退職後は公民館島名分館長として

地域社会教育の振興にも努められました。

[喜びの声］戦後の混乱の中で、教え子たちととも

に楽しい学校生活を送ったことを懐かしく思い出

します｡今般の叙勲も多くの教え子をはじめ上司や

同僚のみなさんのお陰と深く感謝しています。

青
少
年
相
談
貝
と
し
て
青
少
年
の
非
行
防
止
と
健
全
育
成
活

動
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
ま
た
、
青
少
年
相
談
員
協
議
会

の
班
長
と
し
て
会
の
運
営
に
も
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

溌蕊■ふ 鈴木隆さん(下君田）
鈴木さんは､昭和21年から平成11年までの永きに

わたり､地域の消防･防災活動に尽力されました。こ

の間､消防水利としての河川の計画的な利用や消防

施設の近代化へ向けた取り組みのほか、昭和40年

には常備消防の必要性を主唱してその実現に努力

されるなど数多くの業績を残されました。

[喜びの声］昭和45年に48棟が全焼した下君田の

大火を忘れることなく今日まで活動してきました。

振り返ってみると、その活動もみなさんの信頼と期

待に支えられたおかげだと思っています。

大部保子さん（高浜町）

今の社会は私の育った時代

とは大きく環境が変わって

います｡親と子の関係を見つ

めながらこれからも活動し

ていきたいと思います。

ー

高
萩
市
民
間
交
通
指
導
員
と
し
て
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
に

努
め
る
と
と
も
に
、
交
通
指
導
隊
副
隊
長
及
び
高
萩
地
区
交

通
安
全
協
会
高
萩
支
部
の
役
員
と
し
て
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

蕊篭蕊 石井敏男さん(石滝）
石井さんは、昭和26年に高萩郵便局に奉職され

てから平成8年までの永きにわたり郵便外務事務

員として職務に精励されました。 この間､迅速な配

達業務の体制づくりに尽力されるとともに､職員相

互の共助共援体制の確立に向けた基礎を築くなど、

郵政事業の発展に多大な功績を残されました。

[喜びの声］仕事では、郵便物を早く確実に配達す

るよう心がけてきました｡その思いを同じくする仲

間がいて仕事を全うすることができました｡そんな

みなさんに感謝の気持ちでいっぱいです。

齊藤光則さん（安良川）

家族やみなさんの協力でこ

れまで活動することができ

ました｡これからも事故のな

'鰯罷感伽醗“

ー

高萩さくらとみどりの会

平成4年に設立以来、市内各所でさ

くらの植樹や管理を行いながら本市の

自然環境の保全と美化に向けた活動を

続けています｡｢みんなで市内に桜の名

所をつくろうと楽しみながら活動して

います」 と会長の棚谷寛さん（秋山)。

夢蒼塾

平成6年の設立以来、本市の歴史と

文化を生かした個性あるまちづくりに

取り組み、地域の発展に尽力されてい

ます｡「自分たちのまちは自分たちで良

くしていこうという思いで活動してい

ます｣と塾長の橋本義隆さん(上手網)。

高浜スポーツ少年団消防クラブ

昭和53年の結成以来､年末年始の防

災巡回や消防学校の体験入校などを行

い､防火思想の普及啓発に取り組んでい

ます｡｢子どもたちに防火の意識を持っ

てもらうためにこれからも続けていき

ます｣と代表の山崎昭治さん(高浜町)。

3
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|:文部大臣功労者表彰 |W 全国|蛎罰借導委員協議会長賞
き よ じ

鈴木朝夫さん（下手綱） 大内喜代司さん(有明町）

鈴木さんは昭和45年から、大内さんは昭和48年から高萩市体育

指導委員としてスポーツ教室や各種大会の企画・立案・運営に積極

的に参画され、地域スポーツの振興に貢献されています。 この間、

鈴木さんは永く親子スキー教室の技術指導にあたり、大内さんは教

職のかたわら親子水泳教室発足とともに今日まで指導されるなど、

ファミリースポーツの普及振興に多大な功績を残しています｡また、

お二人ともに高萩市体育指導委員協議会長に就かれ（大内さんは今

年就任)、組織の運営にも尽力されています。

堀

[喜びの声］ 受臺式は坂本龍馬の故郷、高知市で開かれま ［喜びの声］ 私自身を含め家族がこのまちに育てられたと
さ さい

したが、龍馬の業績と比べると私の苦労は本当に些細なこ いう思いがあって、その恩返しのつもりで社会体育の活動

とだと思っています。振り返ってみると周囲の人に支えら に入りました。これからも－人でも多くの人がスポーツに

れての30年間で、あらためてみなさんに感謝しています。 親しんでもらえるように活動していきたいと思います。

L声

J税に関する作文･標語ｺﾝｸｰﾙの入賞者 (敬称略） ’優良納税貯蓄組合及び納税功労者の表彰

■作文

口国税庁長官賞
あや

『｢二十一世紀と税」を考えて』 坂本斐(仙中3年）

口茨城県知事賞

『今までの疑問」 井田亜由美(高榊1年）

口日立税務署長賞

『｢税金」＋「思いやり｣』 沼田直之(胴中2年）

■標語

口関東信越国税局長賞優秀

気が付けば私も協力国づくり 熊坂聡美(高榊3年）

口関東信越国税局長賞佳作

高齢化税でささえる医療と福祉 鯉沼直也(胴中3年）

口茨城県知事賞

消費税みんなで広げる福祉の輪 小野静(杣中3年）

口高萩市長賞

子供でも社会に参加消費税 坂本美樹(胴中|年）

口関東信越税理士会日立支部長賞

税金を納めて安心私の老後 大部香菜子(舗中3年）

口日立税務署長優秀
ひら りjぶ

利用する施設の中にも税の影 堀田博陽(杣中3年）
も うえ

口日立税務署長賞佳作 白土朋実(杣中2年)、馬_'三春奈(副中2年)、
こう d） さ や こ

河野麻衣(諦中3年)、豊圧|久美子(細中1年)、山田早優子(胴中3年）
ひ易 1,

口日立税務署管内租税教育推進協議会長賞植村拓史(棚山中2年)、
さと し ち さと みF0｣き

渡邉啓史(仙中1年)、佐々木千里(高榊2年)、垣内幸(杣中3年）

■優良納税貯蓄組合

仲町三、松合町、南町一、石滝東部、石滝西部、東本

町l～5，赤浜一中、小和田、川側下、下君田宿、富

宿、宿上、秋山中東第2、萩ケ丘第一、石滝団地第三

■納税功労者（敬称略） ＊ （ ）は納税貯蓄組合名
,Kfﾉﾚ 『]りう

有賀正文('柵-､二)、吉川文隆(銀l l+西)、柴田豊吉(三傭)、松
よ のり

本弘文(上台)、袴塚良宣(珊)、佐川修一傭口議)、佐川庄一

("| )、佐川健一(雄)、飯田義雄(中原）

ー

|平成12年度永年勤続及び優良従業員の表彰
市内の事業所に永く勤められたみなさんを表彰する

式典が、 11月7日(火)にビーチガーデンで開かれまし

た。 これは高萩市商工会が主催したもので、式典では

勤続5年から40年までの合わせて93人のみなさんが

｜彰されました｡勤続40年

の竹沢達雄さん(制肺禦柵

鰄）には県知事賞が、ま

た勤続35年の今橋千

治さん(今僑工繩蛎:写真） と

上遠野武美さん(熊間鍬

諭雛ｾﾙｰ輔）には県商工

労働部長賞が、そして

みなさんに市商工会長賞

などが贈られました。

防犯標語(スローガン)の入選者

口最優秀賞

へんな人出あったときは 110番の家 横山郁美(東ﾉM年）

口優秀賞

気をつけて入ごみの中のそのバック 大原千春(誠ﾉM年）

薬物に手を出すあなたは赤信号 喜多見渦子(M山中2年）

薬物は君も周りも傷つける 赤津亮子(胴中2年）

口佳作 大星和|蝿(刺1年)、鈴木恵利華使ﾉl岬、
のぷひさ

弓野麻奈美(M山中1年)、 II1口進久(胴中3年）
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茨城県表彰(功績者表朝珂元リ
のぼる

根本易さん（島名）

根本さんは､昭和40年から今日

まで高萩市青少年相談員として社

会環境浄化運動や巡回活動に取り

組むとともに、県青少年相談員連

絡協議会長や青少年育成茨城県民

会議理事として、広く青少年健全

育成に貢献されています。

に努めています｡｢今の子どもたちは時間の感覚にルーズ

なところが見られます。それが非行につながらないよう

大人の私たちが範を示す必要がありますね｣と鈴木さん。

口
(社)日本善行会の成人善行表彰
鈴木さんと佐原さんは、高萩市胄少年相談員とし

て冑少年の健全育成と非行防止への多大な実績が認

められての受賞となりました。

第50回茨城県社会福祉大会で表彰 (敬称略）

■県知事表彰

口社会福祉事業功労者 根本忠男(部:鮴臘諸剛協議群）

口社会福祉団体関係者 柴田菫(師:耐調燗議騨)、佐藤定

昭(高剛耐鏥Ⅷ話滞員)、鈴木直登(上郡:耐合剛協議朧）

■県社会福祉協議会長表彰

口社会福祉協議会役員 石井和枝(剛山市雌剛艤会騨）

口社会福祉施設役員 藤井實(更鮒:聖繩舩騨)、平澤孝(加

町聖繩舩騨)、鈴木孝一(有剛:聖怖祉鑑事）

ロボランティア個人＊ （ ）の団体は､所属グループ

豊田昭(島名:識剛せ)、根本満子(M山:勵会)、丹靜枝(ﾎ町ｶﾗｵｹ望

絵)、佐藤喜美子(止柵鱈ｻｰｽ)、石川絹子(好綱:同)、大浦榮

子侑珊:同)、下山田廣美(鈩同)、大友みとり (下手綱:船ｻｰｽ）

ロボランティア団体

立正佼成会高萩・高浜支部(朧者早lll歌:鵬塚0ﾗﾝﾃｨｱ勧）

ー

佐原美知子さん(島名）

i
て、生涯学習の推進にも努めています。 「青少年問題の

原因の多くは家庭にあります。家庭の中で子どもとのか

かわりを大事にしてもらいたいですね」 と佐原さん。

文化会館で…－二二＝

篭 ー

|d¥26画高萩市民音楽祭
＝

； ･要ご .

ヤ

ヤ

秋恒例のこの音楽祭には、

約700人のみなさんが来場。

ステージでは保育所(園)や

小・中学校、一般の音楽愛好

者(団体)などの発表に続い

て、岸田佳津子＆ファンタ

ジーキューブ(写難下)によるゲ

スト演奏がありました。

11月26日(日）
《
」

灘灘蕊鶴蕊溌灘鵜慧議
この演奏会では、高萩市民合唱団や県北地区の合

唱団の演奏のほか、高萩・松岡・十王中学校と一般

合唱団の160名により 「土の歌」が披露されました。

耀
灘議議蕊議
秋のスペツァーレとして開

かれたこのコンサートには、

約400人のみなさんが来場。

2部の構成でなつかしい日本

の歌からスタンダードまで幅

広い演奏が披露されました。
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一

’蕊鍵灘

か、
瀞 一老人保健制度と

！保険年金課｡B23-2117

制
度
の
し
く
み

老
人
保
健
制
度
（
老
人
保
健
）
は
、
み

な
さ
ん
が
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
か
ら

の
拠
出
金
と
国
、
県
、
市
の
負
担
金
、
お

よ
び
病
院
に
支
払
う
自
己
負
担
金
で
賄
わ

れ
て
い
ま
す
。
外
来
の
自
己
負
担
額
は
一

日
に
つ
き
五
三
○
円
で
月
四
回
ま
で
の
支

払
い
が
上
限
で
す
。
入
院
は
一
日
一
二
○

○
円
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
で
老
齢
福
祉

年
金
を
受
け
て
い
る
人
は
、
一
日
五
○
○

円
の
自
己
負
担
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
入

院
時
の
食
事
代
で
は
一
般
が
一
日
七
六
○

円
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
に
つ
い
て

は
、
九
○
日
ま
で
の
食
事
代
が
一
日
六
五

○
円
、
そ
れ
を
越
え
る
場
合
は
一
日
五
○

○
円
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
で
老
齢
福
祉

年
金
を
受
け
て
い
る
人
は
一
日
三
○
○
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

＊
こ
れ
ら
の
自
己
負
担
額
に
つ
い
て
は
、

制
度
が
変
わ
る
予
定
で
す
。
変
わ
り
次

第
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

が
川
閂
を

届
出
が
必
要
で
す

鋒
こ
と

老
人
保
健
の
受
給
資
格
は
、
七
○
歳
（
身
》
一
時

〆

体
に
あ
る
程
度
の
障
害
が
あ
る
人
は
六
五
舞
用
存

歳
以
上
）
の
誕
生
日
の
翌
月
一
日
か
ら
で
函
し
て

す
。
該
当
す
る
人
に
は
通
知
し
て
い
ま
す
鐵葡

の
で
、
保
険
証
と
印
か
ん
を
も
っ
て
申
請
つ

し
て
く
だ
さ
い
。
窓
口
で
「
医
療
受
給
者
》

証
」
と
「
健
康
手
帳
」
を
交
付
し
ま
す
。
勺

ま
た
、
他
市
町
村
か
ら
の
転
入
や
他
市
懸

町
村
へ
の
転
出
、
住
所
の
変
更
、
保
険
証

蕊

老
大
保
健
制
度
Ｉ
Ｉ
Ｊ

：
諺
ワ
酔
恥
倭
罫
騨
誇

ー

の
内
容
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
、
生
活
保

識
護
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
、
死
亡
鋸

ふ
し
た
と
き
に
も
届
け
出
が
必
要
で
す
。
手
齢

》
続
き
に
は
印
鑑
と
健
康
手
帳
、
医
療
受
給
鐇

緑
者
証
な
ど
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
録

や
毎
鋒
簿
毎
争

毒
病
院
に
か
か
る
と
き
毎

蟻
鯵

雰
医
療
機
関
に
か
か
る
と
き
は
、
医
療
保
垂

《

〆

斡
険
の
「
保
険
証
（
被
保
険
証
ご
と
、
交
鯵

》
付
さ
れ
た
「
健
康
手
帳
」
「
医
療
受
給
者
証
」
》

》
の
三
つ
を
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
燃

薄
「
健
康
手
帳
」
と
「
医
療
受
給
者
証
」
は
森

戸

〆

癖
老
人
保
健
の
証
明
書
と
な
り
ま
す
の
で
、
癖

簿
窓

心
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。
毎

熱
聯
へ

ざ
謬
つ
奄

聯
そ
の
他
の
給
付
謬

齢
鯨

榊
老
人
保
健
制
度
で
は
、
治
療
の
た
め
に
》

鈴
医
師
が
必
要
と
認
め
た
ヨ
ル
セ
ッ
ト
」
鈴

鋸
の
よ
う
な
補
装
具
は
、
必
要
な
書
類
（
医
》

争
師
の
意
見
言
、
領
収
言
、
印
か
ん
）
を
そ
争

箇
お

綴
る
え
て
申
請
す
れ
ば
、
払
い
戻
し
が
受
け
癖

》
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
交
通
事
故
な
ど
第
三
》

錘
者
の
行
為
に
よ
る
治
療
を
す
る
場
合
、
届
鍛

密
出
を
す
れ
ば
老
人
保
健
で
病
院
に
か
か
る
》

鋒
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
医
療
費
は
市
が
蟻

志
一
時
立
て
替
え
て
、
あ
と
で
加
害
者
に
費
奉

〆
〆

鋒
用
を
請
求
し
ま
す
の
で
、
必
ず
届
け
出
を
蕊爾

”
し
て
く
だ
さ
い
。
翰金､霧つか籍つぴ､霧つか鵜鐵＝

制
度
の
し
く
み

マ
ル
福
制
度
は
、
妊
産
婦
や
乳
幼
児
、

母
子
家
庭
の
母
子
、
父
子
家
庭
の
父
子
、

重
度
の
心
身
障
害
者
の
人
が
必
要
な
医
療

を
容
易
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
医
療
費

の
一
部
を
助
成
す
る
も
の
で
す
。
該
当
者

マ
ル
プ
ク

に
は
、
申
請
に
よ
り
③
医
療
受
給
証
と
、

ピ
ン
ク
色
（
妊
産
婦
は
ブ
ル
ー
）
の
⑬
医

療
福
祉
費
詰
求
書
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

マ
ル
福
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、
届
け

出
が
必
要
で
す
。
届
け
出
に
は
加
入
し
て

い
る
健
康
保
険
証
と
印
か
ん
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
母
子
手
帳
や
身
体
障
害
者
手
帳
、

療
育
手
帳
、
年
金
証
書
な
ど
を
持
っ
て
い

る
人
は
届
け
出
の
と
き
合
わ
せ
て
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

＊
こ
の
制
度
に
は
所
得
制
限
が
あ
り
ま

す
。
転
入
な
ど
で
高
萩
市
以
外
に
所
得

申
告
し
て
い
る
人
は
、
当
該
市
町
村
発

行
の
所
得
証
明
書
（
扶
養
人
数
の
わ
か

る
も
の
）
が
必
要
で
す
。

対
象
者

対
象
者
は
市
内
に
居
住
し
、
い
ず
れ
か

の
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
で
す
。

○
妊
産
婦
妊
娠
の
届
出
の
あ
っ
た
月
の

初
日
か
ら
出
産
の
翌
月
の
末
日
ま
で
該

当
し
ま
す
。

蕊

蕊
蕊
医
療
福
祉
制
度
）

届
出
が
必
要
で
す

ー〆

；
》
ゞ
唾
一
幽
魂

》
子
）

毎
（
父

む

鞍
高
校

守
○
重
度

蕊
、
鞍
の
障

、

毒
の
一

〆韓
の
人

べ

函
の
人

〆聯
療
育

》
｜
級

溌ざも》藩へ：；令
「
健
崖

》
「
③
医

率
院
の
窓

緑
の
心
身

》
金
が
あ

か
家
庭
の

ひ〆
ヘ
ノ
ロ
Ｊ
、

零
く
Ｆ

ひ
と
入
淀

ひ
雲
ｌ

錘
己
負
担

誼
違
い
ま

鈴蓉
部
負
担

》
負
担
金

落
ま
す
。

Ｇつ鋒毎も鋒いつ韓、６

病
院
に
か
か
る
と
き

「
健
康
保
険
証
」
と
「
⑬
受
給
者
証
」
、

「
③
医
療
福
祉
費
請
求
書
」
の
三
つ
を
病

院
の
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
重
度

の
心
身
障
害
者
の
人
を
除
い
て
自
己
負
担

金
が
あ
り
ま
す
。
乳
幼
児
・
母
子
（
父
子
）

家
庭
の
人
は
、
外
来
に
か
ぎ
り
一
回
五
○

○
円
、
月
二
回
ま
で
支
払
い
ま
す
。
薬
局

と
入
院
は
無
料
で
す
。
妊
産
婦
の
人
も
自

己
負
担
は
同
じ
で
す
が
、
支
払
い
方
法
が

違
い
ま
す
。
受
診
時
は
、
医
療
保
険
の
一

部
負
担
金
を
支
払
い
ま
す
が
後
日
、
自
己

負
担
金
を
の
ぞ
い
た
金
額
を
市
が
支
給
し

ｏ
乳
幼
児
一
歳
未
満
の
乳
児
．

○
幼
児
一
歳
か
ら
三
歳
未
満
の
幼
児
。

Ｏ
母
子
家
庭
（
父
子
家
庭
）
の
母
子
（
父

子
）
一
八
歳
未
満
の
児
童
と
そ
の
母

（
父
）
、
二
○
歳
未
満
の
障
害
児
お
よ
び

高
校
在
学
生
と
そ
の
母
（
父
）
・

○
重
度
心
身
障
害
者
身
体
障
害
者
手
帳

の
障
害
名
が
一
級
・
二
級
お
よ
び
三
級

の
一
部
（
内
部
疾
患
と
免
疫
機
能
障
害
）

の
人
、
療
育
手
帳
④
お
よ
び
Ａ
の
判
定

の
人
、
身
体
障
害
者
手
帳
三
級
で
か
つ

療
育
手
帳
Ｂ
の
判
定
の
人
、
障
害
年
金

一
級
に
該
当
す
る
人
。
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睡
聡
睡
睡
癌
唖
市
報
に
つ
い
て
…

舎
鮨
が
賭
締
灘
浄
罪
室
紗
溌
獅
瀦

見一忌
二

た
の
写
真
が
載
っ
て
た
わ
よ
・
」
「
う
ん
、
私
つ

い
て
い
た
の
、
嬉
し
く
っ
て
ね
…
」
市
報
に
写
真
が
載
っ
た
と
い
う
こ

と
で
、
い
ろ
い
ろ
な
人
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
た
と
喜
ん
で
話
し
て
い
ま

し
た
。
市
報
に
は
た
く
さ
ん
の
記
事
、
写
真
が
載
っ
て
い
ま
す
が
、
趣

味
の
会
や
サ
ー
ク
ル
、
老
人
会
な
ど
が
ん
ば
っ
て
い
る
団
体
を
紹
介
す

る
コ
ー
ナ
ー
が
あ
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

［
市
政
モ
ニ
タ
ー
須
田
礼
子
さ
ん
（
島
名
）
］

▼
担
当
課
（
秘
書
課
広
報
広
聴
係
）
か
ら

地
域
で
市
報
が
話
題
に
な
っ
て
い
る
と
う
か
が
い
、
大
変
う
れ
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
み
な
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
紙
面
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

団
体
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

図
読
癖
吃
媚
ん
敲
癖
轆
絆
禧
帳
菫
識
寄
せ
く
だ
さ
い
。

石
田
１
７
３
２
０
Ｆ
Ａ
Ｘ
副
－
４
６
５
３

電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

国
六
四
ゴ
凹
巳
◎
で
○
．
典
‐
弓
回
国
三
コ
の
壱

、ー ｈ
、
ｄ
、
噌
干
グ
ド
；
ト
ド
牌
噌
Ｊ
Ｉ
Ｆ
陣
ド
脾
日
吋
吟
叺

識

いっしょに過ごしクリスマスを祝

にはたくさんの伝説があります。

を訪ね、人々にプレゼントを届け

｣ストがクリスマスの日（12月25

す。クリスマスで忘れてはならな

・いろいろな種類のプレゼントが

ちや、宝石、自転車、テレビ、服

特別な食べ物も贈られます。私が

も、もらうのも好きなプレゼント

す。クリスマスの日、大人はお酒

しみます。昨年私はクリスマスを

しました。友だちの家でクリスマ

七面烏」を食べ、大好きなシャン

ながら楽しみました。

、よいクリスマスを！

ー

夕 蕊
簿

ノ

熔
鼻
稲
浬
錨
斜

峨壼?ニッグ？■ 言葉巧みに消費者を勧誘し、高額な商品やサービスを売りつける悪質

職､号三E而下ﾗｦ兀I禰法の代撫巽紹介します。

だき
嚢緯菱謹

削叩

嬬
審

鼠錨里

： 躍饗卿 §

藤◆特 徴サービスを売る商売では、 「期待したサービスが受けられな 〔

かつた」というトラブルが絶えません。 これらの業界では継続的役務取：

り引きの自主ルールを決めています。業者によっては、強引に長期契約i

をすすめるケースなどもあります。

◆主な商品エステティックサロン、学習塾、外国語会話学校、家庭教師；

派遣など。

◆対処法契約書をよく読んでサービス内容に納得してから申し込み

ましよう。支払い方法、中途解約の場合の返金などついても十分に確認；

董蝋孟薙離瞳意識

＝

ヂ丁琴*雰
由｡ ､〈銀f, '§ '蜂一惑罰

鍵
秋
の
収
穫
祭
と
分
館
対
抗
運
蟄

この運動会は秋山地区にある

5つの分館による対抗戦で、地

域のみなさんなど約500人が参

加。びん釣り競走や風船割りな

どで勝負を競ったあとは、恒例

の地元の野菜を使った『芋煮

会』で交流を深めました。
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困窮の人を救い表彰された
大友氏"騨麹爵1℃

fⅡ i鐘L』 ？『
藩鯵議騨

読『だからあなたも
書？ ■？ 畦きぬいて』
タ; ‘』 大平光代著 ，

（講談社）

イf ？』■鱗離さん
ム： （安良川）

． ： 、

Iこの本は、弁護士の大平光代さんの自叙伝で

す。中学生のとき、いじめから自殺未遂をし、

その後非行に走ﾚﾉ、暴力団組長の妻にまでなり

ました。結局そこには自分の居場所を見いだせ

ずく■離婚b身も心もぽろぽろになり、ふてくさ

れていたところ偶然､現在の養父と出会います。

それが転機となﾙﾉ、宅建、詞法書士、司法試験

に合格し、現在は弁護士として非行少年の更生

に努めています。 〃

「誰かにわかってもらいたかった｡全部わかっ

てくれなくてもいい｡＆ほんの少しでもいい、私

の心に寄り添ってくれる人がほしかった｡｣とい

う部分が印象に残っています。最近の子どもを

よ
ろ
い
か
ぶ
と

大
友
家
に
は
、
鎧
兜
や
陣
笠

歴
史
民
俗
資
料
館
へ
寄
託
）
な

れ
て
い
ま
す
。

大
友
氏
で
、
特
に
目
立
っ
て

ぜ
ん
さ
え
も
ん
た
か
よ
し

善
左
衛
門
孝
敬
で
す
。
孝
敬
は

Ｈ
ゞ
毎
箙
即
感
で
、
代
々
農

識蕊

れ
て
い
ま
す
。

と
が
多
か
つ

く
困
窮
の
人
を
救
う
こ

り
は
敦
厚
で
倹
素
、

て
い
ま
し
た
。

一
Ａ

よしあき

資料を前にした大友善旦さん

い
る
の
は

ひ
ろ
み
ら

廣
命
の
子

な
り
わ
い

を
業
と
し

。
人
と
な

倹
素
、
よ

(左)､和子さん夫妻｡(下手綱）
（
高
萩
市

ど
が
残
さ

た
と
い
わ

明
和
二
年
（
’
七
六
五
）
に
下
手
綱
村

し
よ
う
や

や
ま
よ
こ
め

の
庄
屋
と
な
り
、
山
横
目
も
兼
ね
ま
し
た
。

以
後
、
四
十
余
年
、
郷
士
の
た
め
に
尽
力

し
ま
し
た
。

◎
主
な
業
績
は
次
の
通
り
で
す
。

①
水
利
の
開
発
改
善

つ
つ
じ
が
は
ら

②
村
の
西
方
脚
燭
ケ
原
一
帯
の
植
林
（
水

か
ん
よ
う

源
酒
壹
）

③
子
間
引
き
悪
弊
の
防
止
政
策
へ
の
協
力

◎
生
存
中
受
け
た
表
彰
な
ど

し
よ
う
せ
い

①
称
姓
免
許

は
る
も
り

②
第
六
代
藩
主
治
保
（
文
公
）
よ
り
の
褒

首
員前
記
③
に
関
し
、
治
保
は
家
臣
、
雨
宮

や
す
と
し

安
俊
を
使
わ
し
て
こ
れ
を
賞
し
、
特
に
一
扇

か
し

子
及
び
餅
菓
子
を
下
賜
し
、
そ
の
業
續
を

褒
め
た
た
え
ま
し
た
。
な
お
、
治
保
が
小

し
よ
う
ひ
ょ
う
ろ
く

宮
山
楓
軒
に
命
じ
て
編
成
し
た
「
旋
表
録
」

見ると、よくない面ばかり目につきがちです。

自分たちも経験したそのような時期に､,■一人で ー

もわかってくれる大人がいるということが想像

以止に大きな意味をもつ場合が多いようです6

簡単そうで、難しい、理解できなくても、子ど

く"姿勢を大人としてもの気持ちに寄り添ってい

こころがけていきたいと思います。

千
子
鹿
打
者
淫
錆
同

０

，

１

Ｊ

毯
肌
迩翌ｒ
軍
難
羅
溌
》
鱗
』

剤
！
認
識
懲
蕊
蕊
鰯
震
葱
筌
鳥
進
一

０

】

壹
然
離
郷
灘
湾
一

一
需
露
嫁
蕊
遣
鐸
幾
驚
篭
一

Ｊ
ど
《
少
騒
老
扮
曜

｜

小
宮
山
楓
軒
「
旋
表
録
」
に
書
か
れ

て
い
る
下
手
綱
村
善
左
衛
門
（
木
村
謙

写
）
よ
り

に
も
彼
の
徳
行
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
の
ぶ
た
か

文
化
元
年
松
岡
に
入
っ
た
中
山
信
敬

も
、
賞
金
を
与
え
て
い
ま
す
。

文
化
五
年
（
’
八
○
八
）
十
月
十
八
日

病
没
、
行
年
七
十
七
。

ほ
う
し

法
読
Ⅱ
実
応
軒
義
山
徳
翁
居
士

墓
所
Ⅱ
下
手
綱
字
岩
ケ
柵
大
友
氏
菫
地

）

舌用年賀状(MPC)

駐手紙年賀状(木耳社）

曽るやさしい十二支年賀状

（木耳社）

立つ年賀状アイデア600

（日東書院）

至人(中経出版）

蕊
たのしい絵

書と絵で贈

すぐに役立

年賀状の達蕊
●

子供映画会

平成13年1月13日(土）

「うかれバイオリン』

『幸福の王子」

ー

……

: ￥

【，

rD

12月16日(土）

『サンタクロース』『クリスマ

スブーツ』『ピカチュウ」

おりがみ教室

【p

あiさ芯(_）
《
君

ロ
ロ
■

美川憲一コンサート
と き平成13年3月25日（日）

午後2時･午後6時開演(2回公演）

入場料6,000円(全席指定）

入場券発売12月10日（日）

午前8時30分～

1人4枚まで。

プレイガイド／田所言店､伸屋書店､Yシヨッブサ田所言店､伸屋書店､Yシヨッブサ

／一一図書館カレンダー
日月火水木金土

1 2

123 5 6 7 8 9

月卿;瑚鴎
24⑳26⑳⑳⑳⑳

、⑳

●印は、休館日一一、
日月火水木金土

] ﾌ溺辮,瀧
月14⑮1617181920
21⑳2324252627
28⑳30⑳

／

カモト､モンペリ上島名ねもと．せきね､滝の湯

(商店)､ピアノマート(磯原)､和田ストア(十王)､日立市民会館高萩市文化会館

9

J 、

図書館
窓23－7174

絵本

紙芝居

ﾈﾙｼﾌﾌﾀｰ

Iおむすびころりん」

｢あわてんぼうの

サンタクロースjほか

『てぶくろをかいに」

12月24日（日）
軍蟻蕊蕊f…職､'1v鋒謬γ霧癖 誠‘蝿箇篭説脅聡雫；

〈クリスマス会〉
､F,乳母J通

平成13年1月10日(水）

『しろいうま」

｢あおむしだれのこ』’



鴬おOらせ繍 工業に関する統計調査』
工業統計調査は、 『工業の国勢調査』

ともいえるもので、明治42年から毎年

12月31日現在で調査が行われていま

す。今年もみなさんの事業所に、県知

事から任命された調査員が、調査票の

記入のお願いに伺いますので、ご協力

をお願いします。

庶務課B23-2119

年末年始の業務の休み」

市役所の業務

12月29日(金)から1月3日(水)まで

は休みます。この期間中は、 日直の職

員が、婚姻･出生･死亡届、埋葬･火葬

許可証の発行に限り受け付けます。

■時間午前8時30分～午後5時15分。

職員課B23-7320

犬とネコの引き取り業務

12月27日(水)と1月3日(水)は休み

ます。 1月10B(水)から通常どおり行

います｡(市役所の裏門で毎週水曜日午

前11時10分～15分｡）

市では、成人を迎えるみなさんをお

祝いする成人式を開きます。成人を迎

えるみなさんには、直接はがきで通知

することになっていますが、市の出身

者で帰郷している人や通知のなかった

みなさんも、お誘い合わせのうえ出席

してください。

■日時平成13年1月8日（月）の成

人の日。午前10時から。

■会場文化会館。

■対象昭和55年4月2日から昭和56

年4月1日までの誕生日のみなさん。

生涯学習課召23-7036

平成12年度後期

■日時平成13年2月2日(金)。

［一般･ ･午前9時30分から午後0時

30分。給油･ ･午後1時から4時｡］

■会場日立市民会館。

■受講料4,700円。 （茨城県収入証紙

で納入）

■申込日時平成13年1月17日(水)。

県中小企業福祉センターで午前10

時から午後3時30分まで。郵送の場

合は1月16日(火)まで必着。

■郵送先〒310-0852水戸市笠原町

978-25(茨城県開発公社ビル内）

（社)茨城県危険物安全協会連合会

＊申込書は消防署にあります。

茨城県動物指導センター召0296-72-1200

生活環境課 召23-7031

:罰ﾐの収集業務蕊蕊懲驚驚驚蕊蕊
12月31日(日)から1月3日(水)まで

は、休みます。自己搬入のゴミは、 12

月30日(土)まで受け付け。＊12月23

日(土)は休みますが､24日（日）は受け

付けます。

年末年始は、大量にゴミがでます。

－度に出さないように計画的に出して

ください。また、 自己搬入は混み合い

ますので、手間取らないように収集カ

レンダーを参考にして、可燃・不燃・

資源・粗大・不燃性粗大の5つに分別

してください。なお、タイヤや廃油、

大量のプラスチックなどの産業廃棄物

は受け付けませんので、取り扱い業者

にお願いしてください。

北部衛生センター谷23-6886

せぎずずI

隈久保赤水の天体図で星を見る会』と

ー

20世紀最後の夜と21世紀の幕開け

を祈念し、星を見る会と毎年恒例の元

朝ささら舞いを同時に開きます。無料

ですのでご自由に参加ください。

星を見る会

■日時 12月31日（日）。午後11時か

ら午前o時。 1月1日(月)午前0時

30分から午前1時。

■会場アプローチ広場（下手綱)。

高萩市・十王町事務組合消防本部

予防課ぽ22-2919

賀詞交換会の会場変更
ささら舞い

■日時 1月1日（月）午前0時から

午前0時30分。※雨天中止

■会場丹生神社境内（下手綱)。

秘書課登23-7320

平蔵13霞1月9国(火)に開ぎます
賀詞交換会の会場は高萩ビーチガー

デ蛍から大心苑に変わりまし態6

’
歴史民俗資料館画23-7229

生涯学習課 B23-7036 日立･高萩。十王広域下水道組合
召32-5595来年度急‘受益着負担ががかり､まず

ー
平成13年度から新たに下水道事業受益者負担金の納付をお願いする区域とそ

の説明会についてお知らせします。対象になるのは、地図に示す網の部分に土地

を所有している人、または、借地などによって受益者となる人です。

■受益者負担金制度とは

下水道を整備するための財源として、土地の所有者

や借地者のみなさんから土地の面積に応じた負担金を

納めていただく制度です。整備する区域内の全ての土

地が負担金の計算対象となりますが､道路､山林､農地

などの土地については、減免や猶予の申請ができます。

■壹益者負担金と下水道の工事の説明会

平成13年度から新たに下水道の整備に入る区域内

の土地の所有者のみなさんには、下水道事業受益者申

請書を平成13年1月下旬に発送します。なお、説明会

は平成13年2月下旬に予定しています。

■負担のかかる区域

・大字島名の－部、大字秋山の一部

印鑑証明書が変わり，ましだ』
新システムの導入により12月1日

’

(金)から印鑑証明書の用紙が、A5版

からA4版の用紙に大きくなり、証明

印も朱色から黒い電子印を取り入れた

証明書になりました。

市民課召23-2116

駅伝大会の日程変更

12月10B(B)に予定していました

第49回高萩市民駅伝競走大会は12月

17日（日）に日程が変更になりました。

スポーツ振興課召23-7036
ノ

11月1日現在 (-17）

(-11）

（－6）

(＋13）
｝
帯
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人
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鍵
叫
蕊 恥

第26回新春高萩市民 教室の参加者

総合福祉センターで、食生活改善推

進員のみなさんの協力により、料理教

室を開きます。参加を希望する人は、

健康づくり課へ電話で申し込みくださ

い。受講料は無料です。

健康料理教室

■日時 ’2月13日(水)と20B(水)｡
午前9時30分から午後0時30分。

■内容クリスマス料理。

■募集人員両日ともに、先着25人。

■申込期間 12月6日(水)から18日

（月）。＊上記の日程のどちらか一方

のみの申し込みとなります。

■日時平成13年1月28日（日）。市

民体育館で午前9時から開会式。

■コース市内一円。

■対象市内に居住または通勤、通学

している人。それ以外の人は、オー

プンの部に参加。

■参加料一般､親子､オープン:2,000

円、小・中学生、高校生:1,000円。

■申込 12月22日(金)までに参加料

を添えて市民体育館まで。

い＃

■対象昭和26年3月31日以前に結

婚し､今日まで50年間､ともに健在で

前回まで対象とならなかったご夫婦。

■お祝いの内容褒状と記念品を後

日、 自宅にお届けします。

■申請方法平成13年1月31日（水）

までに、ご夫婦の氏名と年齢、住所、

電話番号、結婚記念日を高齢福祉課

まで電話でどうぞ。

高齢福祉課召22-0080

スポーツ振興課 召23-7036

高萩市陸上競技協会画23-1585

男の料理教室

■日時平成13年1月29日(月)と2月

1日(木)。午前9時30分から午後1

時。

■募集人員男性のみ、先着30人。

■申込期間 12月18日(月)から1月

19日(金)。＊2日間受講できる人。

i 健康づくり課面24-2121

こころの相談 ～こころに新しい風をいれてみては?－ 健康ﾕくり認回24‐“」鳥 、 ．

ストレスが多くかかる現代､2人に1人は心に悩みや不調を感じていると言わ

れています。そんなときは1人で悩まずご相談ください。相談は、県精神保健セ

ンター精神科の医師が行います。本人に限らず家族、親戚、近隣者、 どなたでも

相談できます。相談内容のプライバシーは厳守します。

■日時平成13年1月10B(水)。午前10時から午後2時。

■会場総合福祉センター。 ■申込電話で健康づくり課まで。

ー

〆E ■Ⅱ Ⅱ#;: ■ 保育卵園)隆入ゑお王さん』 福祉事務所JB23=7030℃ ■ 〆J？ "J■型
来年の4月から保育所（園）に入るお子さんを募集します。 ＊希望する保育所(園)が定員を越えた場合は、次の条件

保育所(園)は、保護者が働いていたり、病気などのために家 にかかるお子さん以外での抽選により選考します。

庭で保育できない保護者にかわって、毎日一定の時間、保育 1 ．現在、当該保育所(園)に入っている。

するところです。幼児教育の場として小学校入学準備のた 2．母子家庭、父子家庭、障害者(児)のい

め、あるいは集団生活になれさせるためという理由では、利 る世帯（障害者手帳、療育手帳を受け

用の対象になりません。 ている世帯)。

■受付期間平成13年1月15日(月)から2月2日(金)まで。 3．兄弟姉妹が現在、当該保育所(園)に

■申込福祉事務所、 または各保育所（園）に申し込み用紙 入っている。

を提出。申し込み用紙は福祉事務所、各保育所（園）で配 0
心

布しています。

1 ．保育所(園)の状況 ※募集人数は平成12年11月1日現在のものですので、最終的な募集人数に多少変更がある場合もあります。

｜ 名季ゞ称 住所 電話番号：設置者 定員募集人数開所時間所(園)長保母調理員等:その他‘計
高萩保育所本町3-118 22-2429高 萩 市60人 44人 7:45～18:00 1 1 5 1 2 9

i伺仁東保育園高浜町2-35 23-6121 1 (福)同仁会90人 12人 7:00~20:00 1 18 4 1 24

聖徳保育園安良川271 23-5266 (福)聖徳福祉会60人 9人 7:00～20:00 1 10 1 2 14

松ケ丘保育園下手綱825-3 23-4687 （福)愛孝会60人 9人 7 :00～19:00 1 15 2 2 20

募集人数

44人

…開所時間､" |所(園)長
7:45～18:00 1 1

調理員等

1高萩保育研

１
－秋

同
ｊ

高幅

９１２２４１６２

２３２２

市

哀
層云同仁東保育園

聖徳保育園
<､鍵碍 . … 期f

松ヶ丘保育園

１’１

鋤

晦

２

２

ー

あおぞら保育園 昭Ⅲ １安良川1251-1 1 23-5661 1 (福)博洋会| 60人| 28人 7:00～19:00 1 1 1

2．入所状況等

心:"私慾所状&況

名:称 f -10歳｜
高萩保育所| 1 l

１

障害＝障害児保育事業(障害児の受け入れ）

延長＝延長保育事業（午後6時を越え

て1時間以上保育している）

休日＝休日保育事業（日曜日 ・祝日に

保育を実施している）

乳児＝乳児保育環境改善事業（乳児の

安全・保健衛生面の向上を図る

ための設備設置、環境改善等）

特別保育事業等の取組状況(過去の実績）

障害 延長。 ：休日 i 乳児

●

● ● ●

● ● ●

● ● ●

● ●

Ｊ、

ＦＬ

： （平成12年11月1日現在)"

1歳2歳3歳､4歳5歳6歳

3 8 7 6 6 0

13 21 19 25 22 0

12 10 22 12 15 0

12 14 10 15 15 0

3 12 6 16 15 1

43 65 64 74 73 1
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一も 議第26回市民バレーボール大会

□とき 10月22B(B)

□ところ高萩工業高校体育館

口参加チーム男子2チーム女子13チーム

《男子の部》 ［優勝］グラッシーズ

［準優勝］高萩市役所

《女子の部》 ［優勝］駒木原愛好会B

［準優勝］高萩愛好会A

［第3位］高萩愛好会B、駒木原愛好会A

■第24回珂北高等学校バレーボール大会

□とき 11月2日(木) ・3日（金）

□ところ市民体育館・高萩高校体育館・松丘高校体育館

口参加チーム男子8チーム女子17チーム

《男子の部》 ［優勝］勝田工業高等学校（24年連続）

［準優勝］日立第一高等学校

［第3位］科学技術学園高等学校日立､太田第一高等学校

《女子の部》 ［優勝］明秀学園日立高等学校

［準優勝］太田第二高等学校

［第3位］日立第二高等学校、日立商業高等学校

灘第24回市民バドミントン大会

□とき 10月''B(B) □ところ市民体育館

口参加チーム男子7チーム女子18チーム

《男子の部》 ［優勝］小川原英樹・渡辺博之組

［準優勝］菊池徳・岡部聰志組

［第3位］堀昭則・服部通雄組

《女子の部》 ［優勝］岡崎由香・皆川裕子組

［準優勝］有馬幸子・磯野節子組

［第3位］竹箇平愛子・内藤瞳組

■平成12年度高萩市バレーボール連盟選手権大会

□とき 11月5日（日） □ところ市民体育館

《男子の部》 ［優勝］グラツシーズ

《女子の部》 ［優勝] Jホークス

［準優勝］高萩愛好会A

［第3位] B.フレンズ、安良川

ー

溌第14回市民ゲートボール大会

□とき 1 1月10B(金）

□ところサンスポーツランド高萩

口参加チーム 7チーム

［優勝］浜千鳥

［準優勝］高萩長寿会A

■第25回高齢者クロッケー大会

□とき 1 1月8日（水）

□ところサンスポーツランド高萩

口参加チーム20クラブ36チーム

［優勝］高戸クラブA

［準優勝］朝香クラブA

［第3位］中戸川クラブB

識
》
癖
誕
“
、
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鷺

蕊第21回市民テニス大会 □ときダブルス： 10月1日（日） シングルス： 10月22日(日） □ところ高浜テニスコート

《ダブルス》口参加チーム37組 《シングルス》口参加者53人

男子Aクラス ｜ 男子Bクラス ’Fﾍｰｰﾐざj 男〆字A ケゥラスル蕊
優勝下山田高幸･菊池健一(高萩ｸﾗブ･永谷園)
準優勝小野光一・川島栄弥(R･A)

第3位:伊藤幸夫・清宮博志(R･A)

準優勝

第3位

群男i子B ク!､#ラス

渡辺誠二．深迫学(TTキッズ）

黒沢清隆・吉田徹(TTキッズ）

石井明生・三枝一大（日本ケミコン）

~～＜ ＆女子鳶ｵAfクラJスーf, ＝』女子＃Bクラス" ゞ･グミ
優勝佐藤きみ・加藤啓子（クローバー） 志賀順子・桜井知恵子（下克上）

準優勝坂井せい子･武田かづ江(若葉) 鈴木美奈子･長久保名子(T｢ｷｯズ)

第3位大内せつ子･横山みどり(若葉‘フリー） 金沢絵里香・大脇郁子（フリー）

優勝

準優勝ー

'第3位

松丘高校ボクシング部員が、茨城県アマチュア・ボクシング選手権

大会兼関東高校ボクシング選抜大会県予選会兼高校ボクシング新人

大会で優勝、関東大会への出場権を獲得！

矢代公治さん（安良川出身）が富山国体の青

年バスケット茨城県代表チームの選手として

出場し、第3位に入賞！

優勝したのは、 ライトフライ級の鈴木謙司さん（2年:常北中出身:写真

左） とウエルター級の金澤宏昭さん（2年:高萩中出身写真右)。二人は春の

関東大会をはじめインターハイ､国体と大きな大会に連続して出場し、

今回の優勝で12月23日から山梨県で開かれる関東7県選抜大会へ出

場することになりました。 「春の関東大会では2位だったので、今度は

優勝をねらいます。練習は

きついですが、試合でその

成果が表れるのでやりがい

があります」 と鈴木さん。

また、金澤さんは「練習し

て強くなるのが楽しいです。

関東大会では常に勝ちを意

識しながら、気持ちでは絶

対に負けないようにしたい

ですね」 と話しています。

矢代さんは、小学校5年生からバスケット

ボールを始め、その後、中学、高校、大学をと

おして競技生活を送った後、現在は日立製作所

大みか工場に所属して社会人リーグで活躍して

います。193cmの長身を生かしたダイナミック

12

三二
優勝

準優勝

第3位 鈴木康弘（フリー） 佐藤文人（下克上）

渋沢仁也(フリー) ｜冨澤雄一(R･A）
神永真吾（フリー） －井正城（下克上）

～ 女子Aｸﾗｽ ｜ Ⅲ 女子Bクラス
優勝

準優勝

坂井せい子（若葉）

佐藤きみ(クローバー）

阿部洋子（山之内）

桜井知恵子(下克上）

鈴木美奈子(T｢キッズ）

大貫悦子（下克上）
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21世紀の幕開けに繰り出す
み こし と ぎょ

神輿渡御

健康体操クラブの会員募集 君田のジャンボクリスマスツリー

見学は自由ですので､お気軽にお越しください。

伝日時毎月第1 、第3金曜日。午後7

時～8時30分。

歩会場有明集会所。

し内容ダンベル･リズム･ストレッチ体操。

少会費600円／回。＊月払い。

◆諸沢洋美さん恋24-2514

樹齢約100年、高さ30メートルの唐檜

がジャンボクリスマスツリーに変身。点

灯式では豚汁などがふるまわれます。

惨日時 12月23日(土)5時～･

し会場上君田の十文字。

歩点灯期間 12月23日(土)～平成13年

1月14日（日）。
とう ひ

◆唐檜会佐川克弘さんB28-0347

21世紀の幕開けに、無病息災を願って

神輿を海へ繰り出します。当日は豚汁や

甘酒も用意されますので、ぜひお越しく

ださい。

シ日時平成13年1月1日(月)の午前6

時30分～・

伝会場津明神社から高浜海岸周辺へ。
I;上獣かい

◆濱會増田康さんB23-3673
スキーツアー参加者募集

教育‘口一ン国の
伝日時平成13年1月27日(土)～28日(日)。

少会場アルツ磐梯・猪苗代スキー場。

し対象一般。

似募集人員先着20人。

惨会費 13,000円。＊交通費､宿泊代､保険代。

し講習希望者のみ有り。＊無料。

し申込 12月20B(水)～平成13年1月

5日(金)までに電話で申し込み。

◆高萩市スキー連盟新妻博さん

召23－3577

このローンは、高校、大学、専修学校

や外国の学校などに入学・在学するお子

さんがいる家庭を対象とした公的な融資

制度です。

し融資額学生､生徒1人につき200万円以内。

け利率2.4パーセント。 （固定金利､平

成12年1 1月現在）

し返済期間 10年以内。

◆国民生活金融公庫日立支店

召0294－24－2451

ー
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溌蕊馳鯛隼縫念

|蕊」 ，熱罵
i オリジナルタトウを発売:

頑張る商店街

駅前通り250mをイルミネーションの

淡い光で包み込み、市街地をあざやかに

映し出します。

似期間 12月2日(土)～1月7日（日）。

◆高萩市商工会恋22-2501

この台紙の表紙は、丹生神社の「棒さ

さら｣です。中には2001年1月1日の日

付印を押した3枚の切手と80円切手と

50円切手が2枚ずつ入っています。＊1

月1日(月)から1セット500円で販売6

◆高萩郵便局恋22-2001
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r無灯火の{きみが見えない夜の闇』

12月1日(金)～12月31日（日）

師走に入り､夕方から夜にかけての事

故が多くなります。ドライバーは早めに

ライトをつけ､歩行者は目立つ服装をし

て、事故防止を心がけてください。 ”

飲酒運転の追放l

高齢者の交通事故防止I

夕方および夜間の交通事故防止1

チャイルドシートとシートベルト着用徹底l

◆生活環境課恋23-7031

蕊顯蕊I Jﾎｰﾙの催し物『川村奈菜(バｲｵﾘﾝ)･
佐々木京子（ピアノ）デュオコンサート』｜

ー

●日時平成13年1月28日（日）午後2時開演。

●入場料一般1 ,800円／ペア3,000円（前売りのみ)/学生

1 ,000円／中学生以下無料（要整理券）

Jホール召32－71 11

鍵難織鍵鋤 雲
廷

厚生年金は65歳からもらったほうが得？

国民年金と厚生年金の期間が合わせて25年以上ある人の場合、 「厚

65歳からもらったほうが得」 と思われがちですが本当でしょうか？

4月2日以前の生まれで、受給資格がありその中に厚生年金の期間が

ある人は、 60歳から65歳まで「特別支給の老齢厚生年金」を受けるこ

生年金は

昭和16年

1年以上

とができ

社会福祉協議会へ

◇高萩中学校第9回同窓会一同
◇高萩協同病院

◇奥ひたち歌謡研究会

◇高萩山草会

◇佐藤行一さん（安良川）

◇相田次雄さん（下手綱）
◇むつみ手芸クラブ

◇朝日新聞高萩社員一同

総合福祉センターへ

◇高萩ロータリークラブ

円
円
円
円
円
円
円
円
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１

ます。 この年金は5年間だけ遡って支給されるため、 65歳を過ぎて請求すると

若いうちからもらえる年金を放棄していることになります．また、請求しない

で亡くなった場合、死亡月までの老齢厚生年金と未支給年金を遺族が受けとる

こととなり、本人は一度も年金を受けることがありません。

60歳からもらっても､ 65歳からもらっても、支給される金額は同じです。厚

生年金の期間が1年以上ある人は、国民年金係か社会保険事務所(BO294-24

-2121)までご相談ください。 ＊ただし、 「特別支給の老|齢厚生年金」を受け取

る場合、国民年金の基礎年金部分は、 65歳からの支給となります。
300,000円
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…
700人分の芋煮鍋を囲む

花貫さくら公園を会場に初

めて開かれたこの芋煮会に

は、約500人のみなさんが参

加。会場には大きな鍋に入っ

た約700人分の芋煮のほか、

焼きそば、焼きイカなどの露

店も並び、色付き始めた山々

の姿を眺めながら秋の一日を

楽しみました。

鱗

~裳

趨蕊蕊恕
瀧
趣

､ざ

蕊

異溌蕊蕊

蕊
‐

！

11月26日（日）撒蕊鰯識議澱艤蕊撚驚懲繊 灘

綴… 実戦さながらの訓練を体験

震度6の地震が発生したとの想定で始まったこの訂||練には、

自治会会員など約300人が参加。会場の向洋台児童公園では、

避難訓練のほか消火器を使った初期消化や起震車による地震時

の揺れの体験など、実戦さながらの訓練が行われました。

17チームが参加して交流を深める

同少年団結成25周年を記念して開かれたこの大会

には、市内をはじめ水戸市や県北各市町から17チーム

が参加。高浜運動広場と高萩中学校校庭を会場に競技

を楽しむとともにお互いの交流を深めました｡

傘

(:Tノ

を学ぶ

いたこの

加。茨城

際に簡易

ンソーの

)ました。

■
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ー

関
妙
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Ｉ

鶴
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蕊
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ご
祭
」
「
秋
桜
祭
」
と
そ
れ
ぞ
れ
特

色
あ
る
ネ
ー
ミ
ン
グ
で
、
多
彩
な
催

し
が
開
か
れ
ま
し
た
。
ま
た
「
君
小

ま
つ
り
」
で
は
、
保
護
者
の
ほ
か
高

齢
者
の
み
な
さ
ん
も
参
加
し
て
、
三

世
代
が
集
う
楽
し
い
遊
び
の
広
場
と

な
り
ま
し
た
。
地
域
の
み
な
さ
ん
に

親
し
ま
れ
る
よ
う
な
開
か
れ
た
学
校

づ
く
り
が
進
ん
で
い
ま
す
．
園

秋
晴
れ
の
な
か
開
か
れ
た
『
さ
と

い
も
掘
り
体
験
学
習
』
。
初
め
は
お

っ
か
な
び
っ
く
り
し
て
い
た
子
ど
も

た
ち
も
い
つ
の
ま
に
か
慣
れ
た
手
つ

き
で
泥
を
は
ら
い
、
収
穫
し
て
い
き

ま
す
。
収
穫
後
の
芋
煮
会
で
は
、
そ

の
畑
の
さ
と
い
も
を
使
っ
た
豚
汁
が

ふ
る
ま
わ
れ
、
参
加
者
全
員
で
舌
鼓

を
打
ち
ま
し
た
．
自
然
の
な
か
で
食

べ
る
芋
煮
は
格
別
で
し
た
。
固
図
二
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僻 斑鰐

一

）
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■社会福祉協議会B23-8341

）日時： 12月15日(金)午前9時～

正午,場所高萩市民センター

■福祉事務所召23-7030…

’

繍擬灘f悪溺

…

精神保健相談（予約制） ’ 友愛と奉仕の精神を誓い合う

国民宿舎「鵜の岬」 （十王町)で

開かれたこの式典には、会員や周

辺市町村の関係者など約170人が

出席。式典では、 「発足当時の原

点に立ち返り、改めて友愛と奉仕

の精神で活動していきたい」 と会

長の鈴木啓志さん(東本町)があ

いさつ。終了後は、高萩大和太鼓

の演奏も披露されました。

一壽一

1,月日時ず12月20B,平成13年1月

10日｡ 17日の水曜日。午後1時～

2時/場所:日立保健所＊12月20

日は､高萩市総合福祉センター

■日立保健所奇0294-22-4188
’

I 交通事故相談

！
虻
鈴
４
幽
去
馴
北
州
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｆ

ｅ
Ｊ
靭
糸
舟
卯
姻

岨
Ⅱ
阿
Ⅲ
Ⅱ
則
旧
嘔
師
Ⅱ
Ｔ
Ｆ
ｒ
↓
１
１
１
胡
ｑ
甲

日時； 12月19日(火)午前10時～

午後3時/場所：市民相談室、

■生活環境課画23-7031

蕊

教育・子育て電話相談

’ 子どものしつけ、学習､ '交友、
家族関係などの相談。

■水戸生涯学習ｾﾝﾀｰ征刊29-225-7830

■県消費生活センター

BO29-225-6445

|貸金業(ｻﾗ金等)相談 ’
■県貸金業協会
乱、 噌 〈

"029-225-4436

’

丁
飲用井戸水の水質検査容器回収
12月12H(火)･平成13年1月9日(火沁
午後1時～2時/市役所玄関ホール；

、 Xも
ふるさとの歴史を再確認

平成10年に同会が出版した『高萩

の歴史散歩』に記されている文化財

や史跡などを巡るこの催しには､約

50人のみなさんが参加。松岡地区

では､松岡八景に詠まれた場所を歩

き、また竜子山にも登って残されて

いる遺跡や遺構を見学しながら､ふ

るさとの歴史の再確認をしました。

／

ﾄｲﾚの汲み取り①鰯 『
卿
１
ｆ
…
、
卜
４
ワ
門
澗
制
日
圃
開
岬
￥
｝
ら

調
溌
灘
崎
ｒ
ｌ
ｉ

⑫月"･31日（日）
平成13年

⑪月"． 1日(月)~4日(木)､7日(日)、
8日(月)､14日(日）

I

刺
叩
珊
処
＃
酒
画
Ｒ
■
厨
町
Ｈ
Ｖ
Ｒ
罵
呵
や
崎
ｆ
柳

Ｎ
副
日
ロ
隣
跨
り
睦
同
鈎
咽
濁
劇
『
甥
曜
堂
詞
裁
漣
裳

●花員クリ ンセンター

窓22－4318

15

蕊

稗
蕊
蕊
蕊

蕊

雲

11月5日（日）
蕊●f, ﾅ象子今一熟･ｨ、 y恥

聞
瑠
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第
胞
回
日
展
に
特
選
と
入
選

ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｐ
Ｉ
Ｉ
ｆ
１

１．ｔ

野
口
Ｉ
８
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
暦
１
１
吋
津
呼
子
蹴
叩
１
１
月
９
畢
Ｉ
１
Ｉ
３
ｒ
睦
員
芭
嚥
哩
悌
配
睡
Ｎ
Ｆ
Ｐ
■
Ｅ
同
！
Ｉ
１
Ｉ
ｉ
Ｉ
ｉ
屑
！
ｌ
Ｆ
ｌ
５

ｌ
Ｉ
ｌ
１
唾
■
■
匪
田
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
雷
届
団
匪
国
圃
１
１
周
秘
１
１
哩
田
叩
醐
協
宅
踊
争
鰹
零
Ｉ
Ｅ
咽
塙
舗
鋼
偶
が
漁
糊
口
壁
顕
遇
澗
…
等
弾
；
団
ｆ
５
ｌ
Ｉ
Ｉ
０
Ｉ
９
１
１
ｌ
ｌ
Ｈ
Ｈ

一

℃

I

特
選
［
嗣
事
］

せ
ん
が
い

佐
川
情
崖
さ
ん
（
高
萩
）

卓

器
溌
さ
淑
認
缶
切
麺
溌
罰
？

鐸
窺

癖

轆鵬叩

．

鍜

悩

噂

針

碓蛎

舟

、

噸、＃

度
目
の
「
特
選
」
を
受
賞
。

金
文
の
持
つ
素
材
を
生
か
し

な
が
ら
縦
と
横
の
響
き
か
ら

生
ま
れ
る
二
文
字
の
調
和
を

意
識
し
製
作
し
た
と
い
う
今

回
の
作
品
は
「
胴
事
」
・
佐
川

さ
ん
の
持
ち
味
を
生
か
し
た

柔
ら
か
さ
と
勢
い
が
調
和

し
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
力

強
さ
が
感
じ
ら
れ
る
作
品
で

す
。
「
金
文
の
文
字
に
、
い

か
に
命
を
吹
き
込
ん
で
い
く

か
を
考
え
て
い
ま
す
。
今
回

の
受
賞
は
、
こ
れ
ま
で
お
枇

話
に
な
っ
た
恩
師
や
多
く
の

み
な
さ
ん
の
お
か
げ
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
初
心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く

書
に
向
か
っ
て
い
き
た
い
で

す
ね
」
と
受
賞
の
喜
び
話
し

て
い
ま
す
。

佐
川
さ
ん
は
平
成
一
○
年

の
第
三
○
回
Ｈ
展
に
続
く
二

ｉ
厳
慰
魏
謬
り
〃
椴
紗
琳
換
補
確
修

》
》
《
》
》
鈴
木
癖
舜
さ
ん
（
東
本
町
）

今
回
で
記
念
す
べ
き
一
○
回
目
の
入

選
と
な
っ
た
鈴
木
さ
ん
・
今
回
の
作
品
は
、
「
高
青
郎
詩
」
・
約
一
五
○

の
文
字
が
整
然
と
並
ぶ
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
作
品
で
す
。
「
地
域
の
み
な

さ
ん
の
期
待
も
あ
り
、
回
を
重
ね
て
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
そ
ん
な
中
で
製
作
で
き
る
喜
び
も
あ
り
ま
す
。
見
る

人
に
感
動
し
て
も
ら
え
る
作
品
を
作
り
た
い
で
す
ね
」
と
話
し
て
い

ま
す
。

逼
緬
訓
識
引
汁
蕊
計
理
ｇ
蝋
瑳
画

祇

時
七
一
つ

入
選
［
蒼
］

！
為
ｆ
師
７
４
ｆ
錫
齢
＃
墜
総

下
山
田
昌
右
さ
ん
（
上
手
綱
）

今
回
で
二
○
回
目
の
入
選
と
な
っ

た
下
山
田
さ
ん
。
一
昨
年
は
特
選
を

受
賞
し
、
昨
年
の
無
鑑
査
出
品
に
続

い
て
の
入
選
で
す
。
今
回
の
作
品
は

自
然
の
造
形
を
モ
チ
ー
フ
に
し
、
動

か
な
い
深
さ
と
静
寂
を
表
現
し
た
と

い
う
「
蒼
」
。
「
空
よ
り
も
も
っ
と
遠

く
に
あ
る
あ
り
そ
う
で
な
い
空
想
の

世
界
。
二
○
回
目
の
入
選
と
な
り
ま

し
た
が
、
振
り
返
っ
て
み
る
と
多
く

の
み
な
さ
ん
に
支
え
ら
れ
て
こ
こ
ま

で
や
っ
て
こ
れ
た
と
思
っ
て
い
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

し
ょ
う
う

こ
う
せ
い
き
ゅ
う
し

入
選
［
高
青
郎
詩
］

■
謝
緬
、
訓
對
卦

間舟

､:

園洞愚悶扇悶罵鰄厨厨
ユ＃酒？

到
棲

竜子山で遊ぶ子どもたち

1月瀦謹塗鬘誓す6
病院医院名(所在地） 電需

宍戸医院（安良川） （23)2〈

電話

(23)23

二
月
二
二
Ⅱ
鰍
、
松
岡
小
学
校

で
開
か
れ
た
「
た
つ
ご
山
で
遊
ぼ

う
集
会
」
・
竜
子
山
や
そ
の
周
辺
を

会
場
に
手
作
り
の
遊
具
を
使
っ
て

遊
ぶ
も
の
で
、
当
Ⅱ
は
松
岡
幼
稚

園
の
子
ど
も
た
ち
も
招
か
れ
ま
し

ふ
み
む
し
」

た
。
会
場
の
麓
で
は
ロ
ー
ブ
を

使
っ
た
タ
ー
ザ
ン
ご
っ
こ
、
山
頂

付
近
に
は
竹
で
作
っ
た
滑
り
台
や

ク
イ
ズ
迷
路
な
ど
が
作
ら
れ
、
園

児
と
児
童
が
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て

楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

18

(22)2137

(23)1122

(23)1711

日
一
泊
咄
一
那
郵

綴
窪
、
濁
科
腓
識
罰

内田医院（大和町

高萩協同病院（安良川）

石医院（東本町）

蜀

し咽定資産税･都市計画税(第測)*国民健康保険税(第7期)瀬国民年金(12月分)し納期は､ 12月25日(月)D
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